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磐田原台地を産接つくっている磐田原レキ

上には泥がちな地層が図 1に

この泥層は考古学者が鬼盤とよんで

と掲色のまだら模様でレキ

その上位の黄褐色や暗褐色をし

に大きくわけられる O 鬼盤は

たい積後の後背湿

さで

まれる 1/4~1/誌

の粒度組成をもと

の

たい積物で、

として段丘化したのちに!日

[[河床から風によって吹き上げられた砂麗の

たい積物といわれている O

いやこれらの
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田原レキ

目的の手がかりに

mmの砂粒の鉱物組成や地

そうな火山ガラス

シルトがちな
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そこ
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などの特徴から

混りの粘土層と、
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( 1 {閤)神明 (830808、 2個)及び山田原(1偶)である O すべての試料の粒度組成は

分が 80~90%である O 研究方法は次のとおりである O

①試料を適当量蒸発血にとり、水を加え、指でこねながら泥水をつくる O ②泥水を 500ccコニカル

ゼーカーにいれ、分散剤として KOHを数粒入れる O③水温をはかり沈降法で必要量の 2μm以下の粘

を集める O ④粘土は 2NMgClz溶液を加え凝集させ保存する O ⑤試薬処理 (2NMgClz、1NKCl、

6NHClの3種類):それぞれの試薬と粘土を温浴上で1時間反応させる Oその後遠心分離器(2000回転

5分間)にかける O 上澄み液をすて、閉じ種類の新しい試薬を加え、さらに 1時間温浴上で反応させ

るO ⑥遠心分離器を使い 3田水洗いした後、 X線用スライド(定方位試料)を作製する O ⑦X線分析

下旬 Y.::::-L一円ご白川科部ルゴ~アマ山中爪 X線をお借りした) :対陰極Cu、管球電圧 30kV、管球電流 10mA、

Range 1000、TimeConst. 2、

〔分析結果〕

2
0

/分、チャート速度 10mm/分O

1 .鴎準(鬼盤、シルトがちな層)、地層の色、試料の採集地点、の違いに関係なく粘土鉱物の種類は

ほぽ共通している(図 2、 3) 0 

82102308 

8210盤2313 
(鬼)

3，5 入
Cukα Cuka 

10 20 30 (2θ) l(l 20 30 (2 ()) 

図2 開一地点、 (821023) 思3 いろいろな地点、でのX線田祈曲線 (MgCI2処理)

いによる X線田折曲線 (MgCI2処理)
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2.粘土鉱物のX線分析をする場合、試薬処理のほか熱処理 (KCl処理試料については 3000C及び

5000Cの2時間加熱)が必要で、あるが、時間等の都合で実施できなかった。そのため粘土鉱物の種類を

決めるには今回のデータでは不完全であるが、三種類の試薬処理を行った結果(図引をもとにして

次のように推定した。

MgC12処理で 14Aにピークがでるのはモンモリロナイト、クロライト、パーミキュライトであるが、

KCl 処理でそンモリロナイトは 12~13λへ、パーミキュライトは 10Å にピークが移る O この試料では

KCl 処理で 10Å/14Å のピーク比が強まっている O また 12~13λのピークは不変であるので、ク口ラ

イトとパーミキュライトの存在が考えられる O た

だ、両者は HCl処理で消失するはずである O 日Cl

処理後に 14Aにピークがでているのは Alパーミ

キュライトが、また 12.1Aのピークはイライト@

Alパーミキュライト不規則混合層 (KClの加熱処

理で徐々に 10Aに収縮する性質がある)

ることを示唆する O

各試薬処理の 10λピークはイライトヘ 7A

ピークはカオリナイト，，4.8Aのピークはギプサイ

トである(ギプサイトは HCl処理ではピーク

える)

なお、加。前後のピークはいろいろ

スライド上での定方位度が低いとでてくるもの

、 17~300には上記粘土鉱物の

ピークもでているo3.34Aのピーク

クは 3.14Aなど

ない。

J;)、上の られるより、

はクロライト、ノてーミキュライト、イライト、カ

バーミキュライト、

イライト e パーミ ュライト と

ら るO

3. の 料に 4.2 (21.2
0)に小さ

ピーク るO このピーク

イト

である O

の っきりしない し〉る中
山
小
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風化生成物

泥がちな地層中の鉱物組成をしらべてみると、

、岩片かと名づけた表面がゴツゴツしたりザラザ

ラした不透明な鉱物が多数含まれている O

現在の天竜}[ Iの河原にある砂粒を双眼顕微鏡で見

てみると、岩片はほとんどなく、かわりに透明、

、緑、赤(褐)、黒色をした新鮮な感じの輝いた

鉱物(破片)が多い。そこで、新鮮な透明、

緑、赤、黒色をした砂粒をそれぞれ20粒ずつびん

に取り、(全部で5種x3で15個)7 %H202、3%

HCl、1NNaOHを加え、薬品による鉱物粒の変化

を観察した(この実験は 3回実施した)。

3 

ホ小

めメノウ乳ばちでつぶ、し、水を

方自えてスライドグラスにはりつけたものを X詩集

でしらべてみた (X線の条件は粘土鉱物と同じ)。

アカをのシ口、

果〕

9月14日からはじめた砂粒の

色の変化の様子を表 1に示す。一般に緑、赤(褐)

色の変化が目立ち、黒も少し変化がある O

らしくほとんど変化していない(透

による

〔結

1 . 

明

シロ

明の NaOHを除いて)。

シ口、アカの X線分析の結果を図 5に

た。 4.8A(18.40)、4.3A(20.4と20.60) はギプ

し2. 

Cukα 
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と3.34Aサイトのものであるo 4.26A (20.90) 、、j
ノ
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のものもあり、(26.60) は石英のもので他

粘土鉱物はピ
岩片の X繰回折畠織国5

に少ない。さが小さく、クの

砂粒の薬品による色の変化(4週間後)

日202

変化なし

7% 

変化なし

HCl 3% 

ほとんど変化なし変化なし
変化なし
1個茶あり自 ? ) 

に変化3/4がシ口、

少し不透明なものもあるが
変化なし

半数は黒茶になったが残り
変化なし

はじめ透明度がよくなり後
にほとんどシロに変化

はじめ透明度がよくなり後
に4粒以外シ口に変化

6粒レン掠系統が多いが、
ガ色、 1粒黒

2粒

4-

変化なし



ヰ 火山ガラス

台地西側の京見塚、広野、匂坂、銚子塚北、山田原などの培褐色シルト層(黒パンドと呼ばれる)

中には火山ガラスが3'"'-'7%含まれている (1/4'"'-'1/8 mmの砂粒で)。火山ガラスは屈折率1.500を示

し、 AT(姶良火山灰)起源であるということが前回の調査(磐田南高校地学部， 1984)でわかった。

ただし屈折率を測定した試料は京見塚と広野のものだけであること、銚子塚北など場所によっては黒

パンドが2層にわかれ火山ガラスの濃集麓準もちらばっており不均質であることを考麗し、検討範囲

を広げることにした。今回は1/4へ--1/16mmの大きさの火山ガラスを無作為に 30個ほどとり、カナダ

パルサムでプレパラートに固定して、接眼マイクロメーターを用いて火山ガラスの長、短径(a、b)

を測定し、粒のそろい呉合から火山ガラスが同一起源か否かを検討してみた。測定方法及び測定結果

を図 Gに示す。

火山ガラスの粒径の平均値は、京見塚、広野、山田原では非常によくにておりはが221μm'"'-'241

μm、bが357'"'-'392μm)同一起源と考えてよさそうだ。一方銚子塚北の粒径は aの方はほぼ同じであ

るが、 bは上位が328μmに対し は440μmであるO 上位の黒パンドは京見塚などと同一物と考

えられるが、下位の方は O.lmmの違いをどう解釈するかで結論が分かれる O

5 まとめ

1 .粘土鉱物の化学組成には目立った違いがないために、その分類は結晶構造の違いでおこなわれ

るO それ故母岩が同じでも風化する環境、経過時間等の違いでいろいろな粘土鉱物が形成される O た

とえば天竜}f[の河原でよくみられるカコウ岩は化学的風化作用を受けると、長石はカオリナイト、ハ

口イサイト、ギプサイトに、雲母はイライト、パーミキュライト、クロライヒカオリナイトに変化

する O 今西報告した磐田原の粘土鉱物の種類、は、上記カコウ岩に出来するものを多く含むこと、日

の火山土壌でみられるア口ブェンがないことなどから、これらの粘土鉱物は天竜)11流域の岩石から出

ま

えでも矛居ないと忠われる O

2.ギプサイト (Ah03)、ゲーサイト (FεOOH)はラテライト によくみられ、

なっているといわれる O 磐田原台地の東側の

の結果からはギプサイ人ゲーサイト

り、これら

として鬼盤)はやや赤味をおびている(図 1) 0 

されたが、東側だけでなく西棋の試料にも

の色が似ている部分の

3.石英粒が主と

った。定量的に謂べるとか、鬼盤の中

るとか今後の課題としたい。

色の鉱物の組成比は、現在の ち士宮

じ し

(組成比10%

も

らもわかるよう を

けてシロとアカに られない。

4.岩片、シロ@アカか (片) わったもの」、 アカ、

→シロといった単純な変化ではない。

5.鉱物中の原子はイオンとなって地下の水にとけ O したイオンのうち SiとAlイ

オンはGと結合して Si02やになり、さらに地下の水と してnSi02.. という

5 
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粘土鉱物のもっとも基本的な化学組成の物質になっていく O 岩片シ口、アカは X線分析によるとギプ

サイト、石英、長石のピ…クが目立つ。これらは将来粘土鉱物にかわる途中物質のようであるO なお

磐田原の土壌の pHは平均5.9であった。

6.火山ガラスの粒径は京見塚、広野、山田原のもの 〉によく似ているが、銚子塚北のものは

前3者とは似ていない。これをどのように考えるのか、今後の検討課題としたい。

今回のまとめは以上である O なお今回の研究は粘土鉱物関係は顧問の森が、それ以外の研究は地学

部の生徒が行った。地学部では平行して磐田原の泥がちな地層の pHの測定、植物ケイ酸体の有無及び

種類の調査、砂粒にまとをしぼった粒度組成なども研究している O 今年度おこなったすべての研究成

は「磐田原レキ層たい積後の吉環境の推定Jという題で鈴木梅太郎賞に応募した。

今回の研究にあたって東海大学海洋学部の佐藤武助教授、静関大学農学部の加藤芳朗教授、

磐田南高校理科助手の本間好子さんに協力をいただいた。厚く御礼を申しあげる O
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